
別紙様式　２

№１

１　施設等の整備等

番号 面積 工種 施設の概要 設置主体名 備　考

1
０．２５

㎡
新設

　 白谷避難小屋に増水により避難（待機）
する場合や傷病者が発生した場合などの緊
急時用の無線設備を設置し、事務局及び両
地区管理棟と交信するためのアンテナ及び
その土台となる設置基台を屋上に設置。

屋久島レクリエーションの森
保護管理協議会

２　森林の景観対策等

面積

３　その他

　　　　　　　  ・  白谷雲水峡リーフレット印刷　部数・・・・・・・・10万部

　　　　　　　　（倒木、掛かり木、落枝等）弥生杉コース13箇所（内2箇所は沢内）、奉行杉コース12箇所、

　　　　　　　　太鼓岩往復コース1１箇所、その他1箇所の撤去。

収受・活用 　活用　：　遊歩道等施設の維持補修、リーフレットの印刷、トイレの維持管理。

ソフト対策

①　白谷避難小屋の維持管理及び同トイレし尿の搬出。（搬出回数　11回、総搬出量3,920ℓ）

    （参考　；　前年搬出回数　4回、同総搬出量　3,540ℓ）

⑨   ヤクスギランド森泉、白谷雲水峡管理棟、白谷避難小屋に非常食・備蓄水の常設。

　収受　：　英語版・韓国語版・中国語繁体字版・同簡体字版を含むリーフレットの配布。

受益者負担の 　 絵葉書付きチケット（領収書兼用）の配布。

②　ホームページの更新。

③　多言語おもてなしタグの常設。 (ヤクスギランド)

　　　　　　　　調査年月日　；　令和 3 年 4 月 30 日(点検)　　　　樹種　；　スダジイ他　　直径約 15cm～1m

　　　　　　　　措置日　；　令和 3 年 5 月 20日、22日、25日　　　          　撤去者　；　(株)屋久林　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　措置日　；　令和 3 年 8 月 9 日　　　          　撤去者　；　(株)屋久林　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑥　防犯カメラの作動。

     処理 №３・・・対象木の場所　；　白谷雲水峡太鼓岩コース　女神杉下歩道上（R3年台風9号被害、倒木）　　　　　　

　　　　　　　　発見年月日　；　令和 3 年 8 月 9 日　　　　　樹種　；　ヤマグルマ　　　　直径約 70cm

⑦　AEDを両地区管理棟と白谷避難小屋に常設。

⑧　事務所・両地区管理棟・白谷避難小屋（緊急時）間で交信できる無線の常設。

　　　オ、受付でソーシャルディスタンスの励行。

②　両地区園内の職員による巡視。（歩道・危険木・手摺り・ロープ等の安全点検並びに日誌への記載。)

③　現地及び案内板に危険場所の明示。

④　入口で利用者への注意喚起。

　　　　　　　　発見年月日　；　令和 2 年 6 月 24 日　　　　　樹種　；　ヤマグルマ　　　　直径約 50cm

　　　　　　　　措置日　；　令和 3 年 4 月 23 日　　　          　撤去者　；　(株)屋久林　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     処理 №２・・・対象木の場所　；　白谷雲水峡　37箇所（R2年台風10号・14号・冬場の降雪等被害　　　　　　　　　　　

高利得型
空中線及
び設置基
台の設置

２１４い

⑤　危険木、倒木発生時の措置。

　　 処理 №１・・・対象木の場所　；　ヤクスギランド　沢津橋右岸塔柱にもたれた巨木を撤去。

安　全　対　策

①　新型コロナウイルス感染拡散防止対策の励行。

   　  ア、両地区管理棟及び売店受付に飛沫防止フィルム及び消毒液の設置。

　　　イ、スタッフのマスクの着用。

　　　ウ、各施設消毒液での除菌、及び消毒液の設置。

　　  エ、スタッフの検温。

令和 ３ 年度　「レクリエーションの森」年間活動実績

＜屋久島レクリエーションの森保護管理協議会＞

施設名 林小班

作業名 実施主体等

なし

林小班 作業の目的等



№２

①　歩道の補修。

⑤　職員の救命処置（心肺蘇生法、ＡＥＤ）研修。　

⑥　両地区に仮設トイレの設置。　

⑦　図書「屋久島で使える手作り図鑑」の販売。（販売数　１５冊）

すべき事項

　　　　　  Ⅰ　白谷雲水峡管理棟    ； 1個入 5袋、2個入 6袋。<参考；前年度1個入０袋、2個入4袋。>

　　　　    掛けを行う。

　　　　　　Ⅰ　屋久島自然休養林活性化検討会の第１回～第10回までの報告

　　　　　　Ⅱ　コロナ禍における運営状況報告

　　　　　　Ⅲ　両地区園内の各喫煙エリア外を「禁煙」と決議

　　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止。

　　　　　　　実施日；令和４年3月２３日（水）、１４：００～１５：３０

　 　ア、　白谷雲水峡から奥岳へ登山されるお客様に「世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金」の呼び

　　　イ　、検討内容

③　サポーター（アサヒビール）との共同ボランティア活動。　

その他特記

④　屋久島山岳部保全利用協議会及び屋久島町エコツーリズム推進協議会との連携

　　　　協議会職員により、手摺り・同金具や踏み板・滑り止め交換またはぐらつき等の補修を行った。（随時）

②　屋久島自然休養林活性化検討会の実施。（１回）

　　　ア、第11回検討会　（出席検討委員８名、協議会事務局３名、計１１名出席）

　　　　　　　場所　 ；　屋久島町役場２階会議室

　　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止。

　　 イ、　携帯トイレ普及の協力　(両地区管理棟で携帯トイレ販売)。

　　　　　　Ⅱ　ヤクスギランド管理棟 ； 1個入 4袋、2個入 13袋。<参考；前年度1個入２袋、2個入９袋。>


	令和3年年間活動実績1.pdf
	3年度活動実績 

	令和3年年間活動実績2
	3年度活動実績 


